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2018 年 5 月 23 日 

報道関係各位 
一般社団法人日本能率協会  

産業振興センター 
 

2018年 11月、東京ビッグサイトで新規開催 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、2018年 11月 20日（火）～22 日
（木）に、東京ビッグサイト（東京都江東区）において 「第 1 回鳥獣対策・ジビエ利活用展」を初開催
します。 

 

鳥獣対策・ジビエ利活用展とは・・ 

 野生鳥獣の農作物被害は 176 億円(2015 年度)にのぼり、イノシシおよびシカの捕獲頭数は 

100 万頭を超えています。農作物被害は営農意欲の減退や離農の増加につながり、ひいては 

農山村地域の衰退を招く大きな問題です。 

捕獲鳥獣は多くが廃棄処理されており、ジビエ(獣肉)利用は 1 割程度（農林水産省統計調査より）

にとどまっています。 

捕獲を進めるだけでなく、ジビエを地域資源として活用し、地域の振興に役立てる取り組みが 

始まっています。 

農作物被害対策と、捕獲鳥獣のジビエ利活用による地域振興に焦点をあて、本展を開催いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

N e w s  L e t t e r 

開催告知 

【開催概要】 

◆名    称： 第１回「鳥獣対策・ジビエ利活用展」 

 ◆公式サイト:  http://www.jma.or.jp/ai/gm 

◆会  期： 2018 年 11 月 20 日（火）～22 日（木）10:00～17:00 

◆会  場： 東京ビッグサイト 西 1･2 ホール 

◆主  催： 一般社団法人日本能率協会 

◆予定規模： 150 社／200 ブース *同時開催の「アグロ・イノベーション 2018」含む 

◆来場予定者数：12,000 名  *同時開催の「アグロ・イノベーション 2018」含む 

～農作物の鳥獣被害対策とジビエ利活用技術に焦点をあてた専門展示会～ 

 

http://www.jma.or.jp/ai/gm
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【出展対象】 

＜野生鳥獣対策＞ 

■監視カメラ ■監視システム ■センサー ■防護柵・電気柵 ■防護ネット ■罠  

■忌避剤 ■威嚇音発生装置 ■ドローン 他          

＜ジビエ利活用＞ 

 ■運搬車・設備 ■解体・処理設備 ■冷却・保冷設備 ■衛生管理技術・製品  

■加工機械 ■器具の洗浄・消毒剤 ■調理道具・技術 ■加工品 他 

 
 

【来場対象】 

 ■農業生産者 ■農業法人・団体 ■官公庁・自治体 ■道の駅・直売所 ■商社・卸 

■外食 ■小売 他 

 

 

 

 

●出展料金：日本能率協会会員：378,000 円（消費税込）／１ブース 

会員外     ：432,000 円（消費税込）／１ブース 

※１ブースあたり面積：間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ 2.7m 
【申込締切：2018 年８月 3 日（金）】 

 
●早期申込割引 

2018 年 6 月 1 日（金）までに申し込んだ場合、1 ブースあたり 21,600 円割引になります。 
 

●展示会への入場登録料は無料 

（ただし招待状もしくは来場事前登録証持参が必要） 

 
 
 
 

【本件に関する問い合せ先】  

一般社団法人日本能率協会 産業振興センター内 

鳥獣対策・ジビエ利活用展事務局（担当：原田・中野・香川） 

〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22 TEL: 03-3434-1988 E-mail : ai-e@jma.or.jp 

※取材のお問い合せは、広報室（TEL：03-3434-8620、担当：斎藤）へお願いいたします。 

 
 

以上 

出展募集について 


